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広 報
いずみざき

成人おめでとうございます 故郷での成人式はいかがでしたか？　旧友との久しぶりの再会などを満喫されたことと思います。
今後ますますのご活躍をお祈りしています。
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平
成
29
年
泉
崎
村
成
人
式
は
、

１
月
８
日
㈰
村
中
央
公
民
館
で

挙
行
さ
れ
、
新
成
人
男
子
40
名
、

女
子
31
名
、
計
71
名
の
新
た
な

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
成
人
者
紹

介
が
行
わ
れ
、
幼
少
時
代
か
ら

の
映
像
が
、
当
時
流
行
し
た
音

楽
に
の
せ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
映
し
出
さ
れ
る
と
、
懐

か
し
い
映
像
に
成
人
者
か
ら
歓

声
が
あ
が
り
、
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

　

式
は
、
鈴
木
奈
々
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
国
歌
を
斉
唱
し
、

成
人
証
書
授
与
式
で
は
、
出
席

者
全
員
に
久
保
木
村
長
か
ら
成

人
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
保
木
村
長
は
新
成
人
に
対

し
て
「
失
敗
と
か
間
違
い
を
恐

れ
る
こ
と
は
な
い
。
失
敗
は
成

功
の
元
、
間
違
い
は
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
で
頑
張
る
。
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て

鈴
木
和
貴
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
。

鈴
木
奈
々
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

で
国
歌
を
斉
唱

成
人
者
代
表
答
辞
を
述
べ
る
鈴
木
和

貴
さ
ん

新
成
人
を
代
表
し
て
記
念
品
を

受
け
取
る
有
賀
由
起
さ
ん

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
へ
の
成
人

証
書
授
与

久
保
木
村
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
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新成人の皆さんに二十歳の抱負を聞いてみました。
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泉
崎
村
育
英
基
金
の
奨
学
生
募
集
！

　

平
成
29
年
度
の
泉
崎
村
育
英

奨
学
資
金
の
奨
学
生
を
次
の
と

お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

○
募
集
時
期

　

平
成
29
年
３
月
１
日
㈬
～
３

月
17
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

○
応
募
資
格

⑴
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
及
び
こ
れ
ら

の
教
育
機
関
と
同
等
と
み
な
さ

れ
る
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
在

学
し
、
品
行
が
正
し
く
学
術
に

す
ぐ
れ
、
身
体
が
強
健
で
あ
る

こ
と
。

⑵
奨
学
生
及
び
そ
の
父
母
が
泉

崎
村
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

⑶
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑷
国
・
県
又
は
、
他
の
団
体
か

ら
同
種
類
の
奨
学
資
金
の
貸
与

又
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。

⑸
泉
崎
村
育
英
基
金
募
集
要
項

及
び
選
考
要
領
等
に
よ
る
。

○
貸
与
の
条
件

⑴
貸
与
利
息　

無
利
息

⑵
貸
与
期
間

　

奨
学
生
の
在
学
す
る
学
校
等

の
正
規
の
修
学
期
間

⑶
償
還
方
法

　

貸
与
期
間
の
終
了
か
ら
７
日

以
内
に
「
借
用
書
」
を
提
出
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
６
ヶ
月
後

か
ら
７
年
以
内
（
※
２
）
に
お

い
て
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦
に

よ
り
返
還
す
る
こ
と
。

○
経
済
力
基
準

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の

判
断
は
、
本
人
の
属
す
る
世
帯

人
員
別
収
入
基
準
額
を
設
定
し
、

本
人
の
属
す
る
世
帯
の
１
年
間

の
総
所
得
金
額
と
、
こ
れ
に
対

す
る
世
帯
構
成
を
考
慮
し
た
認

定
総
所
得
金
額
を
算
出
し
、
こ

の
額
が
収
入
基
準
を
上
回
っ
て

い
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
泉
崎
村
教
育
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
村
教
育
課 

　
　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

図
書
館
司
書
補
助
員
募
集

　

泉
崎
図
書
館
で
は
司
書
補
助

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
募
集
人
員　

１
人

○
勤
務
地　

泉
崎
図
書
館

○
仕
事
内
容　

図
書
の
貸
し
出

し
幼
児
児
童
の
読
書
指
導
な
ど

○
雇
用
期
間　

平
成
29
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

（
２
年
目
以
降
も
継
続
雇
用
あ

り
）

○
賃
金　

日
額
７
０
８
０
円
か

ら
８
６
５
０
円

○
通
勤
手
当　

２
㎞
以
上
支
給

○
健
康
保
険
等　

社
会
保
険
・

厚
生
年
金
加
入

○
募
集
期
間　

平
成
29
年
２
月

28
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
履

歴
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は

泉
崎
村
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
村
教
育
課

　
　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

奨学資金の種類・貸与月額
種　類 貸与月額 備考（貸付例）※貸付総額

高 等 学 校 ２０,０００円 ３年 20,000円×36ヶ月＝720,000円
高等専門学校 ２０,０００円 ４年 20,000円×48ヶ月＝960,000円
短 期 大 学 ４０,０００円※１※２ ２年 40,000円×24ヶ月＝960,000円

大 学 ４０,０００円※２
４年 40,000円×48ヶ月＝1,920,000円
６年 40,000円×72ヶ月＝2,880,000円

※１　専門学校は短期大学（月額40,000円）と同種の区分とします。
※２　制度改正により変更となる場合があります。
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平
成
29
年
１
月
よ
り
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　
　
　
　
　
　
　
（
医
療
費
控
除
の
特
例
）が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
（
平
成
29
年
分
）

確
定
申
告
よ
り
健
康
の
維
持
増

進
及
び
疾
病
の
予
防
の
た
め
の

一
定
の
取
り
組
み
を
し
た
方
が
、

本
人
ま
た
は
生
計
を
共
に
す
る

家
族
の
為
に
購
入
し
た
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
１
年
間
の

購
入
金
額
の
合
計
が
１
万
２
千

円
を
超
え
た
部
分
の
金
額
（
上

限
８
万
８
千
円
）
を
総
所
得
金

額
等
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
一
定
の
取
り
組
み
と
は
、
特

定
健
康
診
査
・
予
防
接
種
・
定

期
健
康
診
断
・
健
康
診
査
・
が

ん
検
診
で
、
申
告
の
際
に
は
領

収
書
や
結
果
通
知
表
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

 

◆
対
象
と
な
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
に
は
認
識
マ
ー
ク
が

表
示
さ
れ
、
購
入
し
た
レ
シ
ー

ト
の
品
名
に
「
★
」
な
ど
の
印

が
表
記
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
医
療
費
控
除
の
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
方
で
も
、
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
を
購
入
し
た
際
の
レ
シ
ー

ト
は
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
医
薬
品
（
医
療

用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
：

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）
に

つ
い
て

○
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の

成
分
数
：
83
（
平
成
29
年
１
月

13
日
時
点
）

○
対
象
と
な
る
医
薬
品
の
薬
効

の
例
：
か
ぜ
薬
、
胃
腸
薬
、
鼻

炎
用
内
服
薬
、
水
虫･

た
む
し

用
薬
、
肩
こ
り･

腰
痛･

関
節
痛

の
貼
付
薬

※
右
記
薬
効
の
医
薬
品
の
全
て

が
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
従
来
の
医
療
費
控
除
と
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を

同
時
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

川
　
柳
　
　
　

菊
の
花
部
屋
に
飾
り
て
和
む
老
い

今
日
も
行
く
我
が
運
動
は
Ｇ
Ｇ
ゴ
ル
フ　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

旬
の
物
食
べ
て
美
味
し
い
菊
の
花

何
本
も
欲
し
い
と
思
う
赤
い
糸　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

ふ
ん
わ
り
と
大
輪
の
菊
庭
に
咲
く

落
ち
葉
踏
む
秋
の
足
音
冬
間
近
か　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

路
地
裏
に
寂
し
く
咲
い
た
菊
の
花

今
朝
の
空
朝
や
け
雲
が
美
し
い　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

菊
の
花
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

赤
い
糸
目
に
は
見
い
ぬ
が
良
い
出
逢
い　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

咲
き
誇
り
気
高
く
香
る
菊
の
花

バ
ー
ゲ
ン
で
後
の
祭
り
を
買
っ
て
来
る　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡
　　
　

秋
の
遠
足
あ
だ
た
ら
の
山
の

　
　
　
　
　

紅
葉
な
ら
ず
も
楽
し
旅　
　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

村
民
皆
ん
な
の
活
躍
実
り

　
　
　
　
　

作
品
飾
る
文
化
祭　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

秋
の
気
配
が
身
に
し
む
様
に

　
　
　
　
　

活
躍
し
た
い
散
歩
道　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

秋
の
野
山
の
紅
葉
の
色
が

　
　
　
　
　

真
赤
に
染
り
気
が
和
む　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

ひ
ら
り
ひ
ら
と
舞
い
散
る
落
ち
葉

　
　
　
　
　

水
面
に
浮
び
船
の
よ
う　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

バ
ス
の
窓
よ
り
山
並
み
眺
め

　
　
　
　
　

萌
え
る
紅
葉
に
身
が
踊
る　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級
　
文
芸
ク
ラ
ブ

問
村
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

セルフメディケーション税制の適用例
所得税率20％の方が年間３万円分購入した場合控除額
18,000円が総所得金額等から控除されます。
　　【（購入額）30,000円－（下限額）12,000円】
減税額
　所得税3,600円
　　【（控除額）1万8,000円×（所得税率）20％=3,600円】
　住民税1,800円（翌年分）
　　【（控除額）1万8,000円×（住民税率）10％=1,800円】

対象医薬品のパッケージに
この税制の対象である旨を
示す識別マーク
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全
国
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

受
賞
　
大
塚
恭
一
氏

　

12
月
28
日
㈬
に
泉
崎
村
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
大
塚
恭

一
氏
は
、
久
保
木
村
長
に
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労

者
表
彰
受
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　

大
塚
氏
は
こ
れ
ま
で
30
数

年
に
わ
た
り
村
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
、
親
子
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
村
民
体
育
祭

な
ど
広
く
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ

普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
福
井
県
鯖
江
市

で
開
催
さ
れ
た
第
57
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協

議
会
福
井
大
会
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
年
前
に
は
30
年
勤
続
感

謝
状
が
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
連
合
会
か
ら
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
人
の
趣
味
く
ら
ぶ

　

12
月
18
日
㈰
中
央
公
民
館

主
催
事
業
の
第
３
回
大
人
の

趣
味
く
ら
ぶ
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
英
国
体
験
を
テ
ー

マ
に
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
」
と
「
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ

ヒ
ル
ズ
で
の
会
食
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

泉
崎
村
瀬
知
房
に
お
住
ま

い
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
教
室

「
モ
ン
ト
ブ
レ
チ
ア
」
の
溝

井
千
春
さ
ん
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
生
花
の
よ
う
に
瑞
々

し
い
バ
ラ
の
花
や
か
す
み
草

に
ワ
イ
ヤ
リ
ン
グ
や
テ
ー
ピ

ン
グ
を
施
す
方
法
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
配
置
や
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
夢
中

に
な
っ
て
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し

み
、
色
鮮
や
か
で
可
憐
な
フ

ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
栄
村
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
は

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
、
ク
リ
ス

マ
ス
ム
ー
ド
の
メ
イ
ン
ダ
イ

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
本
格
的
な

受賞者の大塚氏(右）

いちょうの会の皆様

プリザーブドフラワー体験

と
う
や
ん
ぼ
う
開
催

　

１
月
14
日
㈯
、
村
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、
い
ち

ょ
う
の
会
に
よ
る
「
第
23
回

と
う
や
ん
ぼ
う
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

と
う
や
ん
ぼ
う
は
正
月
の

火
祭
り
の
一
種
で
、
ど
ん
ど

焼
き
（
祭
り
）
な
ど
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
と
う
や
ん
ぼ
う
で

は
、
約
200
名
の
方
が
来
場
し

て
、
正
月
飾
り
な
ど
を
納
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

と
う
や
ん
ぼ
う
が
始
ま
る

と
、
い
ち
ょ
う
の
会
の
佐
々

木
敏
夫
会
長
が
、
今
年
１
年

の
無
病
息
災
と
村
の
発
展
を

祈
願
し
、
村
長
・
議
長
・
教

育
長
等
が
加
わ
り
点
火
を
行

い
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
い
ら
な
い
英
国
を

存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
こ
だ
わ
り
の

食
体
験
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

内
容
で
全
３
回
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
普
段
の
生
活
で
は

体
験
出
来
な
い
、
食
や
文
化

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
ま
た

世
代
を
超
え
た
仲
間
作
り
を

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
民
館
で
は
今
後
も
皆
さ

ん
が
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
魅
力

あ
る
事
業
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Izumizaki-Country　Village Winter Plan　2016　11/1 ～ 2017　3/31

各種ご宴会・お食事会予約承ります
予算・ご要望に応じます。

日帰りご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）3,500円～

宿泊ご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）8,500円～
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泉
崎
村
消
防
団
出
初
式

　

１
月
８
日
㈰
泉
崎
村
消
防

団
に
よ
る
出
初
式
が
、
泉
崎

村
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

開
か
れ
121
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
統
監
の
久
保

木
村
長
が
見
守
る
中
、
小
林

団
長
を
中
心
に
き
び
き
び
と

通
常
点
検
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
放
水
訓
練
や
機

械
器
具
の
点
検
等
を
行
い
、

各
分
団
緊
急
時
に
備
え
ま
し

た
。

茶
道
体
験
教
室
（
幼
稚
園
）

　

１
月
18
日
㈬
泉
崎
村
友
の

会
役
員
佐
川
秀
勝
様
か
ら
の

抹
茶
碗
寄
贈
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
茶
道
体
験
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

泉
崎
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

　

12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た

泉
崎
村
議
会
定
例
会
に
お
い

て
泉
崎
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
を
得
て
、
12
月
21
日
㈬
に

村
長
室
で
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
12
月

21
日
か
ら
平
成
31
年
12
月
20

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
選

任
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方
々

で
す
。

○
氏
名　

穂
積
養
重

○
住
所

　

北
平
山
字
新
田
37
番
地

○
生
年
月
日

　

昭
和
25
年
７
月
19
日
生

○
氏
名　

小
林
伸
幸

○
住
所

　

泉
崎
字
舘
28
番
地
１

○
生
年
月
日

　

昭
和
24
年
６
月
４
日
生

小林氏・村長・穂積氏

挨拶をする園児

観閲を受ける消防団員

　

幼
稚
園
の
一
室
に
は
、
風

炉
先
屏
風
や
糸
巻
棚
が
置
か

れ
、
茶
道
具
や
風
炉
釜
、
床

の
間
に
は
掛
け
軸
、
そ
し
て

花
入
れ
に
は
季
節
の
花
で
あ

る
椿
等
が
飾
ら
れ
、
緋
毛
氈

が
敷
か
れ
た
環
境
は
、
正
に

茶
室
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
準
備
し
ご
指
導

を
い
た
だ
い
た
の
は
、
白
河

市
在
住
の
江
戸
千
家
宗
家
直

門
茶
道
教
授
川
崎
宗
代
先
生

と
社
中
５
名
の
方
々
で
す
。

　

今
回
の
体
験
で
は
「
日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
に

触
れ
る
こ
と
」
や
「
和
菓
子

や
抹
茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
」
「
抹
茶
を
点
て
て

く
だ
さ
っ
た
方
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
挨
拶
す
る
こ

と
」
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

茶
室
に
入
る
子
ど
も
達
の

表
情
に
は
、
今
ま
で
目
に
し

た
こ
と
の
な
い
環
境
に
程
よ

い
緊
張
と
興
味
津
々
な
様
子

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
服
姿
の
先
生
方
と
共
に

正
座
し
、
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

温
か
い
言
葉
で
一
つ
一
つ
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

和
菓
子
、
抹
茶
を
お
い
し
く

い
た
だ
き
、
挨
拶
で
終
わ
り

ま
し
た
。

　

長
時
間
正
座
を
し
た
り
、

手
を
添
え
て
挨
拶
を
し
た
り

す
る
経
験
は
、
家
庭
生
活
の

中
で
そ
う
多
く
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

茶
道
と
い
う
直
接
体
験
か

ら
年
長
児
な
り
に
様
々
な
事

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

年
少
児
や
年
中
児
は
、
各

ク
ラ
ス
で
和
菓
子
と
薄
め
の

抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
、
６
名
の
先
生
方
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



広報
いずみざき 8

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　

平
成
28
年
度
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

共
同
募
金
運
動
に
つ
き
ま

し
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
、

各
職
場
、
第
二
小
学
校
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

募
金
は
、
本
会
を
は
じ
め

県
内
の
民
間
団
体
が
実
施
す

る
地
域
福
祉
事
業
等
の
た
め

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
・
中
学
校

よ
り
歳
末
助
け
合
い
募
金
と

し
て
、
温
か
い
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

○
募
金
総
額

１
，
４
０
６
，
８
３
３
円

保
育
所
子
ど
も
新
年
会

　

１
月
５
日
㈭
に
、
子
ど
も

新
年
会
が
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

元
気
に
登
所
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、
友
だ
ち
や
先

生
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
た
後
、
お
年
玉
、
お
せ

孫
を
見
守
り
隊
活
動
用
防
犯

ベ
ス
ト
が
贈
呈
さ
れ
る

　

白
河
警
察
署
（
武
藤
裕
紀

署
長
）
よ
り
、
泉
崎
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
泉
崎
の
孫

を
見
守
り
隊
に
活
動
用
防
犯

ベ
ス
ト
85
着
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

贈
呈
式
は
、
昨
年
12
月
８

日
に
同
署
に
て
行
わ
れ
、
ベ

ス
ト
の
贈
呈
を
受
け
ら
れ
た

緑
川
武
男
連
合
会
長
は
、

「
地
域
を
明
る
く
す
る
た

め
、
活
動
を
継
続
し
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　
　
全
国
大
会
出
場
激
励
金

　

12
月
15
日
㈭
村
長
室
に
お

い
て
12
月
17
日
か
ら
、
さ
い

た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る
第
44

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国

大
会
に
出
場
す
る
郡
山
女
子

大
付
属
高
校
１
年
室
陽
菜
さ

ん
へ
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
交
付
式
に
は
室
美
奈

子
さ
ん
（
母
）
が
出
席
し
、

村
長
か
ら
激
励
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
出
場
激
励
金

　

12
月
20
日
㈫
村
長
室
に
お

い
て
12
月
23
日
か
ら
東
京
体

育
館
で
開
催
さ
れ
る
第
47
回

全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
す
る
福

島
南
高
等
学
校
１
年
三
村
竜

生
君
と
１
年
穂
積
颯
人
君
へ

激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

交
付
式
に
は
三
村
安
子
さ

ん
（
祖
母
）、
穂
積
由
加
里

さ
ん
（
母
）
が
出
席
し
、
村

長
か
ら
激
励
金
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

武藤裕紀署長よりベ
ストの贈呈を受ける
緑川会長

連凧に目を輝かせる子ども達

募金を手にする第二小学校
ＪＲＣ委員会委員

ち
、
干
支
の
話
な
ど
、
お
正

月
な
ら
で
は
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
正
月
の
遊
び
と
し
て
、

か
る
た
、
福
笑
い
、
こ
ま
回

し
、
凧
揚
げ
、
は
ね
つ
き
な

ど
、
代
表
の
子
ど
も
た
ち
や

先
生
方
が
実
際
に
や
っ
て
見

せ
ま
し
た
。

　

こ
ま
が
回
っ
た
り
、
凧
が

揚
が
っ
た
り
す
る
と
「
わ

あ
！
」
と
歓
声
が
あ
が
り
、

楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
あ
る
お
正
月
の
風

習
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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教
育
委
員
に
北
澤
氏
再
任

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
北
澤
三
知
子
氏
（
関
和

久
字
下
町
）
が
12
月
議
会
に

お
い
て
再
任
の
同
意
を
得
ま

し
た
。

　

北
澤
氏
は
２
期
目
、
任
期

は
平
成
28
年
12
月
24
日
か
ら

平
成
32
年
12
月
23
日
ま
で
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
初
打
ち

　

１
月
12
日
㈭
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
泉
崎
村
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
平

成
29
年
初
打
ち
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
菊
地
正
男
会

長
が
「
今
年
も
健
康
で
元
気

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
雪
の
降
る
中
、 再任された北澤三知子氏

優勝した平田さん

◆
作
り
か
た

①
さ
つ
ま
い
も
を
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
、

豚
バ
ラ
肉
で
巻
く
。

②
巻
い
た
肉
に
薄
力
粉
を
ふ

る
い
焼
く
。

③
れ
ん
こ
ん
を
素
揚
げ
す
る
。

④
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
角
切
り
に

し
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ

焼
き
上
が
っ
た
肉
と
大
豆
を

入
れ
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
水
、

コ
ン
ソ
メ
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー

ス
、
三
温
糖
、
と
一
緒
に
弱

火
で
15
分
く
ら
い
煮
る
。

⑤
お
皿
に
盛
り
、
素
揚
げ
し

た
れ
ん
こ
ん
と
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
を
添
え
る
。

◆
コ
メ
ン
ト

　

泉
崎
村
で
作
ら
れ
た
旬
の

さ
つ
ま
い
も
を
使
い
、
ト
マ

ト
ソ
ー
ス
で
煮
て
栄
養
価
の

高
い
大
豆
や
根
菜
類
も
取
り

い
れ
ま
し
た
。

材　料　さつまいも…１本、豚バラ肉…200ｇ、ズッキーニ…1/2本、れんこん…10ｇ、水…150ｃｃ、
　　　　三温糖…大１、大豆…10ｇ、グリンピース…3ｇ、薄力粉…少々、トマトケチャップ…50ｇ、
　　　　コンソメ…５ｇ、ウスターソース…大１

平成28年度わが家のアイディア料理コンクール入賞作品①

★★★　　今月おすすめレシピ　　最優秀賞　大塚友美さん　　★★★

今日の晩御飯　＜さつまいもの肉巻トマトソース煮＞

ボ
ー
ル
が
雪
だ
る
ま
の
よ

う
に
な
り
な
が
ら
元
気
に
プ

レ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
の
部

優　

勝　

平
田
孝
雄

　
　
　

（
天
王
台
チ
ー
ム
）

準
優
勝　

小
林
規
浩

　
　
　

（
八
雲
チ
ー
ム
）

３　

位　

窪
木
伸
典

　
　
　

（
八
雲
チ
ー
ム
）

団
体
の
部

優　

勝　

天
王
台
チ
ー
ム

準
優
勝　

八
雲
チ
ー
ム

３　

位　

瀬
知
房
チ
ー
ム

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。



問
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部

☎
０
２
４
８
・
２
８
・
３
５
６
３

 

春
季
全
国
火
災

　
　
　
　
　
予
防
運
動

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
発
生

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
時

期
に
合
わ
せ
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
も
、
日
頃
か
ら
火
災
予
防
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
防
火
標
語　

「
消
し
ま
し
ょ

う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場

所
で
」

○
実
施
期
間　

平
成
29
年
３
月

１
日
㈬
～
３
月
７
日
㈫
ま
で
の

７
日
間

〇
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

案
　
　
内
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心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

応
相
談

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

問
泉
崎
村
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

２
月
11
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

菊
地
行
雄
・
西
槙
悦
子

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

無
料
法
律
相
談

　

福
島
県
弁
護
士
会
白
河
支
部

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

○
日
時　

２
月
24
日
㈮

　
　
　
　

13
：
00
～
16
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

多
重
債
務
・
貸
金
業
に

　
　
関
す
る
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お

聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
弁
護

士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家

に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受

け
ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状

況
に
関
す
る
問
合
せ
や
不
正
に

利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金
口
座

に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

〇
相
談
窓
口

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

〇
受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜

日
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

８
：
30
～
12
：
00
、
13
：
00
～

16
：
30
（
原
則
と
し
て
）

〇
相
談
窓
口
直
通
電
話

☎
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

所
得
税
の
確
定
申
告

　
　
　
　
無
料
相
談
会

○
日
時　

２
月
16
日
㈭

　
　
　
　

9
：
00
～
16
：
00

○
会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
　
　

・
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

税
理
士
記
念
日

「
税
の
無
料
相
談
会
」

○
日
時　

２
月
23
日
㈭

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

○
会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
　
　

・
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
申
告
等
に
関
す
る
関
係
書

類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

相
　
　
談
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か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
災
物
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
は
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

○
放
火
火
災
防
止
対
策

　

平
成
27
年
中
の
放
火
及
び
放

火
の
疑
い
に
よ
る
出
火
件
数
は

６
５
０
２
件
と
な
っ
て
お
り
、

全
火
災
件
数
３
９
１
１
１
件
の

う
ち
２
割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。

放
火
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
ご
み
は
収
集
日
に
出
す
。

③
物
置
、
車
庫
、
空
き
家
に
は

鍵
を
か
け
る
。

④
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
ボ

デ
ィ
ー
カ
バ
ー
に
は
防
火
用
品

を
用
い
る
。

⑤
隣
近
所
と
一
緒
に
放
火
さ
せ

な
い
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

検
察
審
査
会
制
度
を
ご

存
知
で
す
か
？

　

交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う
、

ま
た
は
、
窃
盗
、
詐
欺
、
傷
害

な
ど
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た

場
合
、
そ
の
犯
人
と
目
さ
れ
る

者
（
被
疑
者
）
が
処
罰
さ
れ
る

た
め
に
は
、
検
察
官
が
裁
判
所

に
被
疑
者
の
処
罰
を
求
め
る
こ

と
（
起
訴
）
が
必
要
で
す
。

　

被
疑
者
を
起
訴
す
る
か
し
な

い
か
は
、
す
べ
て
検
察
官
の
判

断
に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

検
察
官
は
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に

慎
重
に
判
断
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
万
が
一
、
判
断
を
誤
り
、

間
違
っ
た
判
断
に
よ
り
、
処
罰

す
べ
き
人
を
不
起
訴
（
処
罰
を

求
め
る
こ
と
し
な
い
）
に
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
被
疑
者

を
裁
判
に
掛
け
る
こ
と
も
で
き

ず
、
検
察
官
の
誤
り
を
是
正
す

る
手
段
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
察
官
が
不
起
訴

に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
（
例
え
ば
、
事
件
の
捜

査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
事

実
の
判
断
を
誤
っ
た
り
し
て
い

な
い
か
ど
う
か
な
ど
）
に
つ
い

て
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人

の
人
々
（
検
察
審
査
員
）
が
判

断
し
、
こ
れ
を
検
察
官
の
仕
事

に
国
民
の
声
を
反
映
さ
せ
適
正

な
運
営
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い

う
制
度
が
検
察
審
査
会
制
度
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
検
察
審

査
会
が
審
査
し
た
事
件
数
は

16
万
件
に
上
り
、
交
通
事
故
や

窃
盗
な
ど
の
事
件
の
ほ
か
、
明

石
花
火
大
会
事
件
な
ど
の
社
会

の
注
目
を
集
め
た
事
件
も
あ
り

ま
す
。

　

検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、

申
立
て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
９
３
２
・
５
６
５
６

北
方
領
土
返
還
運
動

　
　
　
全
国
強
調
月
間

　

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の

日
」
で
す
。
１
８
５
５
年
の
こ

の
日
に
、
日
魯
通
好
条
約
が
調

印
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
全
国

的
な
盛
り
上
が
り
を
図
る
た
め

に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
北
東
洋
上
に
連
な

る
歯は
ぼ
ま
い舞
群
島
、
色し

こ
た
ん丹
島
、
国く

な
し
り後

島
及
び
択え
と
ろ
ふ捉

島
の
北
方
領
土
は
、

日
本
人
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、

日
本
人
が
住
み
つ
づ
け
た
島
々

で
す
。
こ
れ
ら
北
方
四
島
に
は
、

昭
和
20
年
８
月
の
第
二
次
世
界

大
戦
終
了
直
後
、
ソ
連
軍
に
よ

り
不
法
に
占
拠
さ
れ
、
日
本
人

の
住
め
な
い
島
々
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
非
常
に
悲
し
い

こ
と
で
す
。

　

北
方
四
島
は
、
歴
史
的
に
み

て
も
、
一
度
も
外
国
の
領
土
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
我
が
国
固

有
の
領
土
で
あ
り
、
ま
た
、
国

際
的
諸
取
決
め
か
ら
み
て
も
、

我
が
国
に
帰
属
す
べ
き
領
土
で

あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

北
方
領
土
問
題
と
は
、
先
の

大
戦
後
、
70
年
以
上
が
経
過
し

た
今
も
、
な
お
、
ロ
シ
ア
の
不

法
占
拠
の
下
に
置
か
れ
て
い
る

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北

方
四
島
の
返
還
を
一
日
も
早
く

実
現
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
国

家
の
主
権
に
か
か
わ
る
重
大
な

課
題
で
す
。

　

内
閣
府
は
、
歯
舞
群
島
、
色

丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
の

北
方
四
島
早
期
返
還
の
実
現
を

目
指
し
て
、
外
交
交
渉
を
支
え

る
国
民
世
論
の
結
集
と
高
揚
の

た
め
の
広
報
・
啓
発
の
充
実
、

政
府
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
た

返
還
要
求
運
動
の
全
国
的
な
発

展
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

北
方
四
島
と
の
交
流
の
推
進
な
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ど
、
北
方
領
土
問
題
解
決
の
た

め
の
諸
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

問
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

福
島
県
の
最
低
賃
金

　【
地
域
別
最
低
賃
金
】

　

福
島
県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

〇
福
島
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

726
円
（
平
成
28
年
12
月
10
日
発

効
）

　【
産
業
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）】

　

福
島
県
内
で
次
の
産
業
に
働

く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

〇
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機

器
・
試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
・

理
化
学
機
械
器
具
、
時
計
・
同

部
品
、
眼
鏡
製
造
業

816
円
（
平
成
28
年
12
月
14
日
発

効
）

〇
自
動
車
小
売
業
（
二
輪
自
動

車
小
売
業
（
原
動
機
付
き
自
転

車
を
含
む
）
を
除
く
。
）

815
円
（
平
成
28
年
12
月
11
日
発

効
）

〇
非
鉄
金
属
製
造
業

831
円
（
平
成
28
年
12
月
25
日
発

効
）

〇
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
（
医

療
用
計
測
機
器
製
造
業
（
心
電

計
製
造
業
を
除
く
。
）
を
除

く
。
）

　

782
円
（
平
成
28
年
12
月
18
日

発
効
）

〇
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　

818
円
（
平
成
28
年
12
月
10
日

発
効
）

〇
注
意
事
項　

次
に
掲
げ
る
者

は
除
か
れ
ま
す
が
、
福
島
県
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
18
歳
未
満
又
は
65
歳
以
上
の

者
。
②
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の

者
で
あ
っ
て
、
技
能
習
得
中
の

も
の
。
③
清
掃
、
片
付
け
そ
の

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
軽
易
な

業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る

者
。
④
①
～
③
の
ほ
か
「
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業
」
に
あ
っ
て
は
、

小
型
電
動
工
具
若
し
く
は
手
工

具
を
用
い
て
行
う
穴
あ
け
、
か

し
め
、
巻
線
、
組
線
、
取
付
け

又
は
小
物
部
品
の
包
装
若
し
く

は
箱
入
れ
の
業
務
に
主
と
し
て

従
事
す
る
者
。

問
福
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
４

自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

毎
年
、
年
度
末
の
３
月
期
は

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
申
請

で
多
く
の
方
が
訪
れ
、
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

手
続
き
に
何
時
間
も
か
か
る
こ

と
も
あ
り
、
申
請
者
の
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
手
続
き
等
を

お
考
え
の
方
は
、
早
期
の
申
請

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

登
録
・
検
査
関
係

☎
０
５
０
・５
５
４
０
・
２
０
１
５

申
告
書
の
作
成
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
し
、

印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
作
成
会
場
に
行
か
な

く
て
も
ご
自
宅
で
作
成
が
で
き
、

自
動
計
算
で
間
違
い
も
少
な
く
、

と
て
も
便
利
な
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く
！

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税

等
の
確
定
申
告
書
に
は
、
①
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
②
本
人

確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
本
人
確
認
書
類
の
例

と
し
て
は
、
次
の
書
類
が
あ
り

ま
す
。

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
２　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ

ー
ド
（
紙
製
）
＋
運
転
免
許
証

な
ど

問
白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
７
１
１
１

出
前
講
座
の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど

に
お
伺
い
し
、「
お
こ
づ
か
い

帳
を
つ
け
よ
う
（
小
学
生
向

け
）」「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ

う
（
一
般
・
高
齢
者
向
け
）
」

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止

（
高
齢
者
向
け
）
」
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
福
島
財
務
事
務
所
総
務
課

☎
０
２
４
・
５
３
５
・
０
３
０
１

自
動
車
の
移
転
・
抹
消

の
手
続
き
は
お
済
み
で

す
か
？

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
、

車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

「
所
有
者
」
ま
た
は
「
使
用
者
」

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
「
所
有
し
て
い
な
い

自
動
車
の
納
税
通
知
書
が
届
い

た
」
、
「
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
登
録
内
容
（
移

転
・
変
更
・
抹
消
）
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に

福
島
運
輸
支
局
等
で
手
続
き
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

○
登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

問
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

登
録
部
門

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
１
５

○
自
動
車
納
税
通
知
書
の
送
付

先
変
更
な
ど
に
関
す
る
こ
と

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
９
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診療所外来２月担当医

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

 2/10,17,24

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

2/2,16,23

小林奈美江
眼科

内藤　梓
消化器内科・外科
第２・４土曜日

小児科医師
２/9

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
 2/10,17,24

小林利男
整形外科・内科
 第１・3土曜日

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
第２・４土曜日

緑川博文
心臓血管外科

2/6

小児科医師
２/9

（下段の日付は診察日の記載になります！）
※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせく
　ださい。
※２月３日（金）終日・２月９日（木）午前中、内藤先生不在となります。
※小児科の受付は14：30までとなります。水曜日の受付は 14：30までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
    　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

平成２８年８月より眼科の診察日が金曜日に変更になりました。

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

小児科木曜日
受付 14：30 まで

■
尿
酸
と
痛
風
に
つ
い
て

　

尿
酸
は
古
い
細
胞
の
燃

え
カ
ス
で
プ
リ
ン
体
と
い

う
物
質
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。

　

血
清
中
の
尿
酸
値
が
高

く
な
る
と
、
痛
風
や
腎
臓

結
石
、
尿
管
結
石
の
原
因

に
な
っ
た
り
、
腎
機
能
の

低
下
を
ま
ね
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

通
常
、
尿
酸
は
老
廃
物

と
し
て
尿
と
一
緒
に
排
泄

さ
れ
ま
す
が
、
尿
酸
の
合

成
が
さ
か
ん
だ
っ
た
り
、

尿
中
に
尿
酸
が
う
ま
く
排

泄
さ
れ
な
い
と
尿
酸
値
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

尿
酸
値
が
高
く
な
り
ま

す
と
、
血
液
中
に
溶
け
き

れ
な
く
な
っ
た
尿
酸
が
結

晶
と
な
り
体
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
た
ま
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

 

　

痛
風
は
、
足
の
親
指
の

つ
け
根
に
尿
酸
が
た
ま
っ

て
炎
症
を
起
こ
し
、
激
し

い
痛
み
を
も
た
ら
す
病
気

で
す
。

　

尿
酸
値
が
高
い
だ
け
で

は
痛
風
に
な
る
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

尿
酸
が
腎
臓
に
沈
着
し
て

腎
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ

た
り
、
腎
臓
結
石
や
尿
管

結
石
の
原
因
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
進
行
す
る
と
心

臓
や
脳
の
血
管
に
障
害
が

出
て
き
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
詳
し
い
検
査
を
医
療
機

関
で
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

痛
風
の
治
療
は
、
薬
物

療
法
を
基
本
に
食
事
療
法

や
運
動
療
法
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で

は
、
毎
週
火
曜
日
、
木
曜

日
、
第
１
・
３
土
曜
日
に

小
林
利
男
先
生
に
よ
る
整

形
外
科
の
診
療
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
受
付
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

南東北医療クリニック
整形外科　
鹿山　悟 先生

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

〇
期
日　

２
月
18
日
㈯

○
開
場　

13
：
30

○
講
演　

14
：
00
～

　
　
　
　
　
　

15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

集
団

検
診
室

〇
入
場
料　

無
料

〇
演
題

「
腰
痛
の
お
話
」

〇
講
師



す
。

　

そ
う
な
る
と
、
破
れ
を
修
復

し
よ
う
と
血
液
中
の
血
小
板
が

集
ま
り
、
そ
れ
ら
が
凝
縮
し
た

血
栓
（
血
の
か
た
ま
り
）
が
血

管
を
ふ
さ
い
で
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
を
起
こ
す
危
険
が
高
ま

り
ま
す
。

 　

冬
が
怖
い
の
は
、
こ
の
よ
う

に
プ
ラ
ー
ク
が
育
ち
や
す
く
、

破
れ
や
す
い
状
態
に
な
る
か
ら

で
す
。

　

日
頃
か
ら
食
生
活
や
運
動
な

ど
の
生
活
習
慣
に
気
を
付
け
て

過
ご
し
、
急
激
な
温
度
差
に
よ

る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
も

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

広報
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祉
グ
ル
ー
プ
（
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

費
用
助
成
の
機
会
は
一
人
に

対
し
一
生
に
一
回
の
制
度
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

間
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　

接
種
対
象
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

特
に
、
第
２
期
の
お
子
さ
ん

へ
の
費
用
助
成
は
、
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
１
期　

満
１
歳
の
方

第
２
期　

小
学
校
就
学
前
の
１

年
間
（
幼
稚
園
年
長
児
）

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー

プ
（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
）

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

福祉グループ　☎５４・１３３５

　

次
の
予
防
接
種
は
、
費
用
助

成
期
間
が
、
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

　

そ
れ
以
降
は
自
己
負
担
の
接

種
に
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
方
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な

い
方
は
、
ご
確
認
の
上
、
早
め

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

平
成
28
年
度
の
対
象
者
。
平

成
28
年
４
月
２
日
～
平
成
29
年

４
月
１
日
の
間
に
、
65
歳
・
70

歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90

歳
・
95
歳
・
100
歳
に
な
る
方
で
、

村
か
ら
接
種
券
が
届
い
た
方
。

　

但
し
、
以
前
に
高
齢
者
肺
炎

球
菌
を
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る

方
（
自
費
で
の
接
種
も
含
む
）

は
、
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
28
年

４
月
に
接
種
券
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　

接
種
券
が
届
い
て
い
な
い
方

や
紛
失
さ
れ
た
方
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
村
住
民
福
祉
課
福

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
！動

脈
硬
化
は
、
寒
い

時
期
こ
そ
ご
用
心

　
「
ヒ
ト
は
血
管
か
ら
老
い
る
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
を
と

る
と
と
も
に
血
管
は
硬
く
な
り
、

動
脈
硬
化
が
生
じ
や
す
く
な
る

も
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
生
活
習
慣
な
ど
が
原
因
で
、

と
り
過
ぎ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
が
血
管
壁
に
た
ま
り
、
コ

ブ
の
よ
う
な
プ
ラ
ー
ク
が
で
き

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
冬
は
つ
い
運
動
不
足
に

な
る
上
、
年
末
年
始
の
食
べ
過

ぎ
、
飲
み
過
ぎ
が
続
い
て
、
血

液
中
に
余
分
な
糖
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
が
増
え
る

リ
ス
ク
が
大
。
こ
れ
ら
が
血
管

壁
の
プ
ラ
ー
ク
を
さ
ら
に
育
て

る
大
も
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
上
、
冬
は
寒
さ
で
血
管

が
収
縮
す
る
た
め
、
た
だ
で
さ

え
血
圧
が
上
が
り
や
す
い
季
節
。

さ
ら
に
室
内
外
の
温
度
差
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
で
血
管
に
強
い
圧

力
が
か
か
る
と
、
突
然
プ
ラ
ー

ク
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

〔お祝・法要・弔事・御年始等〕

ふとんのリフォーム直せる・作れる
ふとん打直し加工…掛敷共各１枚7，450円

西川チェーン店のきたむら寝具館
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一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん
猿の見る夢

桐野　夏生著／講談社
(2016年刊)

華麗なる探偵アリス＆ペンギン　
ミステリアス・ナイト
南房　秀久著／小学館(2016年刊)

ルドルフとイッパイアッテナ
斉藤　洋原著／講談社

(2016年刊)

ONE　PIECE 巻83“海賊「四皇」
シャーロット・リンリン”尾田　栄一郎著

集英社(2016年刊)

デルトラ・クエスト３　１　竜の巣
エミリー・ロッダ著／岩崎書店

(2004年刊)

バムとケロのさむいあさ
島田　ゆか著／文溪堂

(1996年刊)

作家刑事毒島
中山　七里著／幻冬舎

(2016年刊)

ちびまる子ちゃんのことわざ教室　続
時田　昌瑞著／集英社

(2008年刊)

あいさつ
いもと　ようこ著／金の星社

(2011年刊)

１

３
２

12月の人気の本　べスト3

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

調査対象期間：201６.12.１～12.31

《図書館からのお知らせ》

《新刊案内》

　12月26日（月）に村内在住の高田昭一郎さんを講師にむかえ、小学１年生から６年生と
その保護者を対象に「おりがみ教室」を開催しました。今回はおりがみで作るランドセル・
小物入れの２つを作りました。細かい作業もあり苦労しましたが、出来上がった作品を笑顔
で持ち帰りました。参加してくれたみなさん、ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　書　　　名 　　　著　者 出　版　社 請求記号
どんぐりにんじゃとたいほう 浅沼　とおる すずき出版 E-ｱ
こうさぎクーとおにんぎょう みやにし　たつや すずき出版 E-ﾐ
君の名は。角川つばさ文庫 新海　誠 KADOKAWA K-913.6-ｼ
笑い猫の５分間怪談８　悪夢の化け猫寿司 那須田　淳 KADOKAWA K-913-ﾅ-8
キッズペディア地球館 小学館 K-450
異世界居酒屋のぶ　１～４杯目 蝉川　夏哉 宝島社 913.6-ｾ
罪の声 塩田　武士 講談社 913.6-ｼ
冒険の森へ　２　忍者と剣客 集英社 913.68
九十歳。何がめでたい 佐藤　愛子 小学館 914.6-ｻ
面白くて眠れなくなる元素 左巻　健男 ＰＨＰ研究所 431.1-ｻ
西洋美術の歴史　２　 加藤磨珠枝　益田朋幸 中央公論新社 702.3-ｶ

ご紹介した他に多数新刊が入荷しています。

　図書館には、おもしろい本がいっぱいあり、動物の事や知らない事が分かるところがいい
と小学生の依茉さん。いろんな本があって楽しい。と幼稚園生の玲旺くんが話してくれまし
た。依茉さんの好きな本は「うさぎ」の本です。おすすめする本は太田京子著「１００グラ
ムのいのち　ペットを殺処分から救う奇跡の手」です。玲旺くんが好きな本は「昆虫」の本
です。

本田　依茉さん（９歳）玲旺くん（５歳）・・・字イモリ谷地
図書館のいずみ　 P a r t 31

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び



会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

２
■ 歯科

11（土） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎21・2166（白河市老久保）

す ず き 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 24・4114（白河市森の内）

佐 藤 歯 科 医 院
☎ 23・1184（白河市中山南）

12（日） 関 　 医 　 院
☎ 23・3003（白河市横町）

鈴 木 ホ ー ム ク リ ニ ッ ク
☎ 31・8181（白河市南真舟）

鈴 木 歯 科 医 院
☎ 22・6191（白河市立石）

19（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42・2040（矢吹町大久保）

千 葉 医 院
☎24・2080（白河市外薄葉）

鈴 木 歯 科 医 院（表郷）
☎ 32・2029（白河市表郷）

26（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28・1001（白河市石阿弥陀）

つ か は ら 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎24・1011（白河市郭内）

す ず き 歯 科
☎ 44・5555（矢吹町八幡町）

　5（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎21・2166（白河市老久保）

明 渓 醫 院
☎27・3060（白河市明戸）

須 藤 歯 科 医 院
☎ 22・6460（白河市本町）
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２／

３／

今 月 の 行 事　　【２月10日～３月９日】

10
（金）

第3学期期末テスト（1・2年)
●可燃ごみ■不燃ごみ

11
（土）

心配ごと相談所開設
グラスアート教室
ポーセラーツ教室
行政相談開設

休日窓口開庁日（役場・社協）

12
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

13
（月） 新入所申込児面接、説明会

14
（火）

貯筋会
縄跳び記録会

●可燃ごみ

15
（水）

なかよしクラブ自由参加日
▲資源ごみ

16
（木） 3歳児健診（フッ素塗布）

17
（金）

・ 授業参観
なわとび大会

●可燃ごみ

18
（土）

保育参観
休日窓口開庁日（役場・社協）

19
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

20
（月）

繰替休業日
創立記念集会

21
（火）

貯筋会
●可燃ごみ

22
（水）▲資源ごみ

23
（木）

24
（金）

授業参観、学年保護者会
無料法律相談
成人学級閉講式

●可燃ごみ■不燃ごみ

25
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

26
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

27
（月）

28
（火）

水道料金第6期納入期限
村営住宅使用料2月分納入期限
国民健康保険税第8期納期限
後期高齢者医療保険料第7期納期限
介護保険料第8期納期限

貯筋会
●可燃ごみ

3/1
（水）

ノーメディアデー
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

2
（木）

なかよしクラブ自由参加日

3
（金）

ひなまつり会
ひな祭り会

●可燃ごみ

４ 
（土）

PTA奉仕作業
休日窓口開庁日（役場・社協）

5
（日）

盆栽教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

6
（月）

7
（火）

貯筋会
お別れ会
歯科クリニック（フッ素塗布）

●可燃ごみ

8
（水）

▲資源ごみ

9
（木）

休肝日

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　②看護員

特別養護老人ホーム

こころや 泉崎村川畑37-1　☎0248-53-5568

カフェの体験教室参加者募集中！
2月21日㈫　14時～デコ巻き寿司体験(1,000円)

おすすめ
バレンタイン・ギフト

手作り生チョコ（大人ショコラ・いちごショコラ）
濃厚ガトーショコラなど、好評発売中！



４
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Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

２ ２ ２
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H29.３.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H29.３.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H29.３.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

冬
枯
の
丘
に
か
す
か
な
獣
の
符　
　
　
　
　
　

光　

德

寒
の
道
ひ
た
歩
く
女
水
に
寄
り　
　
　
　
　
　
　

々

道
折
れ
て
丘
の
向
か
う
の
葱
畑　
　
　
　
　
　

栄　

子

枯
蔓
の
束
が
い
く
つ
か
室
の
冬　
　
　
　
　
　
　

々

枯
尽
す
道
を
抜
け
き
て
脱
ぐ
帽
子　
　
　
　
　

圭　

子

雲
重
く
枯
野
の
丘
を
制
し
た
り　
　
　
　
　
　
　

々

ほ
う
ほ
う
と
煙
に
消
ゆ
る
焚
火
翁　
　
　
　
　

潤　

子

耳
赤
く
氷
を
つ
か
む
冬
の
人　
　
　
　
　
　
　
　

々

火
の
奥
に
潜
め
る
冬
の
稲
光　
　
　
　
　
　
　

秀　

子

墾
道
に
落
つ
る
し
づ
け
さ
雪
浚
ふ　
　
　
　
　
　

々

冬
空
の
す
つ
ぽ
り
降
り
る
大
田
圃　
　
　
　
　

和　

子

存
分
に
日
を
吸
つ
て
蘆
枯
れ
に
け
り　
　
　
　
　

々

涸
れ
沼
に
吠
え
る
風
音
あ
る
ば
か
り　
　
　
　

堯　

子

冬
の
日
の
あ
ま
ね
く
池
を
め
ぐ
り
け
り　
　
　
　

々

大
鳥
の
影
を
ふ
は
り
と
冬
野
か
な　
　
　
　
　

秀　

治

あ
の
空
を
衝
く
原
つ
ぱ
の
焚
火
色　
　
　
　
　
　

々

寒
菊
や
を
ん
な
一
人
の
こ
の
時
間　
　
　
　
　

ま
つ
え

雪
を
待
つ
沼
は
力
を
水
平
に　
　
　
　
　
　
　

光　

郎

白
鳥
の
こ
ゑ
の
切
れ
端
野
を
な
が
れ　
　
　
　
　

々

折
れ
折
れ
て
チ
ョ
ー
ク
の
あ
り
し
冬
の
部
屋　

直　

子

白
鳥
の
動
く
と
も
な
く
移
動
せ
り　
　
　
　
　
　

々

鑑
賞
句　

産
土
の
奥
の
四
温
の
大
樹
か
な
　
　
　
　
　
　
竹
川
武
子

鎮
守
様
の
奥
に
古
い
大
木
が
見
え
、
そ
の
木
は
欅
の
裸
木
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
木
も
ど
こ
と
な
く
春
を
感
じ
て
い
る
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
。
一
読
し
て

春
を
待
ち
望
む
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。　
　
　
　

（
五
十
嵐
直
子
）

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） お

子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

中
野
目
カ
ツ
子
さ
ん
（
87
歳
）

熊
井　

俊
郎
さ
ん
（
82
歳
）

林　
　

正
和
さ
ん
（
74
歳
）

北
畠　

ス
ミ
さ
ん
（
91
歳
）

降
矢　

カ
ノ
さ
ん
（
90
歳
）

海
上　

早
苗
さ
ん
（
82
歳
）

大
野　

ミ
カ
さ
ん
（
92
歳
）

菊
地　

福
美
さ
ん
（
67
歳
）

中
畑　

タ
ツ
さ
ん
（
92
歳
）

布
田　

彩い
ろ
は絆

ち
ゃ
ん

（
雄
基
さ
ん
・
茉
耶
さ
ん
）

円
谷
陽ひ

な

の
菜
乃
ち
ゃ
ん

（
克
幸
さ
ん
・
安
菜
さ
ん
）

佐
藤　

笑に
い
な愛

ち
ゃ
ん

（
大
輔
さ
ん
・
紗
希
さ
ん
）

お
悔
や
み

１月１日

現　　在

男 3,183
6,502 2,075

女 3,319

12月１日

現　　在

男 3,189
6,511 2,083

女 3,322

フラワーアレンジメント・プリザーブドフラワー
プリザーブド教室・ギフト販売

モント　　　　　　　　　　　ブレチア
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

リレートーク 菊地恭子さん（字道下前）

次回、石井伸明さんに
バトンタッチ！

　寒さが厳しく雪の様子が気にな
るこの頃ですが、皆さんいかがお
過ごしですか？
　私は長男の主人に嫁ぎ泉崎村民
になり16年が過ぎました。
　当初は知り合いもいなかった私
も、現在では職場も泉崎と村内で
楽しく暮らしています。
　職場では最近昼休みに卓球やバ
ドミントンをしたり、家庭的な雰
囲気で忙しい中でも楽しく過ごし
ています。
　私には中学２年生と小学６年生
の子供がいます。

　二人とも３年前からスポ少でバ
レーボールを始め、平日は練習・
週末は練習試合や大会と一生懸命
頑張っています。
　他の父兄さんと応援し一喜一憂
するのがとても充実している時間
です。
　自分にとって様々な経験ができ
て子供達に感謝しています。
　みなさんもぜひバレーをやって
みませんか？
　特に小学生の男の子はチーム存
続の危機ですので、よろしくお願
いします。

No. 発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

５94

平
成

29年
２

月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

192

宮
本
い
ち
か
ち
ゃ
ん(

字
高
柳
）

　私たちは、村内に在住するおよそ60歳以上の会員で構成
する公益団体で、主に臨時的・短期的な仕事をお客様から
頂き、会員が今まで培ってきた技術を活かし仕事をしてい
ます。
　事務所には職員が常駐していますので、お仕事や入会に
ついて気軽にご相談ください。
○ところ　泉崎村大字泉崎字雷13番地１
　　　　　　　　　　　（旧野菜直売所あと）
○電話＆FAX　０２４８－２１－５２５５
○携帯電話　　０８０－１８０４－３６６６

泉崎村シルバー人材センター　新事務所

い
ず
み
ざ
き

広
報

幼稚園の茶道体験教室

挨拶する園児　　　　　　　　　　抹茶たけ組

抹茶まつ組　　　　　　　　　　　和菓子雪うさぎ




